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自己紹介 
１９４５年 東京都生まれ 
 
１９６８年 厚生省国立公園部採用 
        国立公園の現場管理に従事 
                    １９７０～１９７３年は十和田八幡平国立公園 
                     （八幡平担当） 
 
１９７１年 環境庁発足 
 
１９７３～１９８２年 本庁自然保護局で国立公園の管理担当 
 
その後、長崎県、水質保全局、環境研などを経て 
 
１９９２年～本省国立公園課長、計画課長、審議官、２０００年環境庁退職 
 
退職後は、財・国立公園協会などで国立公園など自然環境の保全業務 
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１．我が国の国立・国定公園 

    ・・・現状と歴史について 

 

２．地熱発電の国立・国定公園への影響 

    ・・・各種の影響について 

 

３．地熱発電と国立・国定公園との調整の歴史 

    ・・・これまでの取り扱いについて 

 

４．今後の地熱発電と国立・国定公園 

    ・・・今後のあり方 
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１．我が国の国立・国定公園 
   ・・・現状と歴史について 

種別  公園数 
公園面積
（千ha） 

国土面積
比率（％） 

特別地域面
積（千ha） 

国土面積
比率（％） 

国立公園 30 2093 5.6 1509 4.0  

国定公園 56 1363 3.6 1268 3.4  

合計 86 3456 9.2 2777 7.4  

4 

１－１ 指定の現状 
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日本の国立公園 

阿蘇くじゅう国立公園 雲仙天草国立公園 

中部山岳国立公園 十和田八幡平国立公園 



１－２．自然公園における保護の歴史 
 

• 日本の国立公園は１９３４年に誕生 
 

• 自然公園における自然保護の歴史は、 自然
公園内の自然資源利用との調整の歴史 

 
   硫黄などの鉱物資源、森林資源、 
   観光資源、農業・上水など水資源 
    
   エネルギー資源（水力、地熱、風力） 
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硫黄採掘問題・阿寒・雌阿寒岳 硫黄採掘・上信越高原・草津白根山 

水力発電・中部山岳・黒四ダム 水力発電問題・尾瀬 

自然資源の開発と国立公園の保護 



２．地熱発電の環境影響 

 

• 大規模な施設群の出現。自然景観の損傷 

 

• 掘削基地が散在し、改変面積が大 

 

• 補充井の掘削（平均３年に１本）により影響が拡大 

     ―敷地内は常に工事現場的状況― 

 

• 地下還元する熱水影響は未解明 

 

• その他 

  地震の誘発、周辺の火山現象への影響など未解明 
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2-1.大規模な施設群。自然景観の損傷 

 澄川発電所の施設 
  
       

   認可出力 50,000ｋｗ 
 最大電力 43,700ｋｗ 
 発電所本館 高さ28ｍ 
 冷却塔   高さ21ｍ 
 運転開始   1995年   
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大沼発電所の施設 
    

    認可出力9,500ｋｗ 

  最大電力7,000ｋｗ 

  冷却塔 高さ16ｍ 

  運転開始 1974年  



発電所と敷地面積 

2-2.改変面積が大。生物多様性にも大きな影響 
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地熱発電所の敷地面積（出力と面積） 
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八丁原2号 
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改変面積が大（地熱発電所の敷地） 

 澄川発電所 
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２－３．補充井の掘削等により影響が拡大 

  敷地内は常に工事現場 
 
  （澄川発電所・１９９５年運転開始） 
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 補充井の掘削現場 
 

 （澄川発電所）  
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敷地内は常に工事現場 
（鬼首発電所・出力１５０００ｋｗ・１９７５年運転開始） 
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３．地熱発電と国立・国定公園との 
調整の歴史 

これまでの取り扱いについて 

   

  1972（昭和47）年、覚え書き ６ヶ所に限定 

  1979（昭和54）年、自然環境保全審議会意見   

  1994（平成6）年、環境庁課長通知 

  2011（平成22）年、閣議決定 

  2012（平成24）年3月、 

     検討会の議論を経て、新たな通知 
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• 1972（昭和47）年 覚え書き（当時の通産省と環境庁） 

     ・・・葛根田発電所の許可に際して 

     ・・・国立・国定公園内の地熱発電所は、従来の5か所（松川、大沼、鬼首、大 

        岳、八丁原）プラス葛根田の６箇所に限定 

               ・・・６箇所に限定したのは、今後の技術開発に期待  

 

• 1979（昭和54）年 自然環境保全審議会意見 

     ・・・国立・国定公園内の自然環境保全上重要な地域（特別地域）を 

                     避けるこ とを基本とすべき 

     ・・・地熱発電の国立公園内要望の高まりに対して牽制 

 

• 1994（平成6）年、環境庁国立公園課長通知 

     ・・・普通地域は個別に検討 

    

• 2011（平成22）年、閣議決定 

     ・・・地熱発電に係る自然公園法の許可の早期化・柔軟化 

      ↓ 

• 2012（平成24）年3月・・・検討会の議論を経て、新たな通知 
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取り扱いの内容 



2012（平成24）年3月（通知の内容） 
 

• 小規模で当該地域のエネルギーの地産地消として計画されるものは
積極的に推進 
 

• 特別地域内の地下へ公園外または普通地域からの傾斜堀は認める 
 

• 優良事例として相応しい事例は、特別地域でも個別に検討する 
 
   ・発電所建屋の高さ、蒸気生産基地の集約化、配管の適切な設置         
   など 
         ・・・技術的な問題がクリアできるか 
        
   ・荒廃地の緑化、廃屋の撤去、地域への熱水の供給など地域貢献 
         ・・・地域協議会の設置、地元等関係者の合意が前提 
 
       ・長期にわたる適切なモニタリング 
 
   ・位置、規模等について複数案を比較検討できるアセスの実施 
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地下熱源 

自然公園外 普通 第３種 第２種 第１種 特保 

厳正に保護 

厳正に保護 

優良事例なら可 

発電所 

2012（平成24）年3月（通知の内容） 



環境保全技術は進歩 したか 
 

≪覚え書き後の技術の進歩≫ 
  最大の技術進歩は傾斜掘（1970年代には実用化） 
    ・・・傾斜掘技術により井戸基地の集約化 
                   →作業基地のコンパクト化・・・若干の進歩 
   
  その他、冷却塔、発電所建屋のコンパクト化 
    ・・・若干の進歩 
≪しかし、≫ 
  パイプラインの景観障害等・・・改善されず 
  井戸の減衰（補充井掘削の必要性）・・・・改善なし 
  改変面積の拡大・・・改善なし 
   ↓ 
  優良事例は可能か 
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 期待したように 



４．今後の地熱発電と国立・国定公園 

 今後の方向は、 
 

 ・特別地域外の地熱資源の利用が基本 

         特別地域外にも地熱資源はある 

 

 ・小規模（数100ｋｗ～数1000ｋｗ）な発電所や       

      特殊な地域での地熱開発促進 

         発電以外にも地熱エネルギーを活用 

     離島など特殊な地域での地熱エネル       

             ギー利用の促進 22 



 
４－１．特別地域外の地熱資源の先行利用 

 
 

 
    推定される地熱資源量    
 
     産業技術総合研究所(2008年）によれば 
  

    日本全体で約２,３４７万ｋｗ 
    うち、国立・国定公園の特別地域に 
    １,９２２万ｋｗ（８２％） 
    特別地域外では約４２５万ｋｗ（１８％） 
    と推計 
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   再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査 
（環境省・平成21,22年度）によれば 

  我が国の地熱資源量は2,357万ｋｗ 

    公園外は220万ｋｗ（9％）と推定 

  

  傾斜掘削で公園内に1.5ｋｍ入れば、 

  636万ｋｗ（27％）が可能と推定。 

  

 

                （データにより、数字が若干異なる。） 
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我が国の地熱発電所（地熱資源利用実績） 

５４万ＫＷ 
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我が国には、事業用13発電所、自家用5発電所 
  
• 総発電量は約54万ｋｗ 
  
• 事業用９発電所、自家用３発電所は 
   公園内または公園外から公園内に傾斜掘 

 
• 公園外の地熱資源利用は多くても30万ｋｗ程度 
  
• 特別地域の外にも地熱資源はある 
    （少なく見ても200万ｋｗ以上ある） 
   ↓ 
 公園外、特別地域外の資源を十分 使っていない 
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使っていない特別地域外の地熱資源を利用 
すべき 
  
 

  地熱資源はあるのに、なぜ、特別地域外の地熱開発をやらないのか 
 
  自然エネルギーの効率的利用、環境保全を考えるなら 
  発電原価が高くなるのもやむを得ない 
  
  国産の自然エネルギー利用のためなら、自然を壊してもいい、 
  との考え方は捨て去るべき 
  
  国立・国定公園の優れた自然は、国民の宝 
  宝を壊す開発はしないのが原則 
  
  

まず、特別地域の外にある資源の利用が先 
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４－２．小規模（数100ｋｗ～数1000ｋｗ）な       
発電所や特殊な地域での地熱開発促進 

 

小規模な地熱発電所  
 

  ・小規模な地熱発電所は、公園の保護と調整が可能 
  

     ・・・自然環境へのインパクトが小さい 
       敷地が小、施設が小、補充井の掘削の頻度が小 
     
  

  ・小規模発電所を数多く建設する方針にしたらどうか 
  

       ･・・100ｋｗでも100箇所作れば1万ｋｗ 
  
  

  ・地熱エネルギーを発電だけでなく多目的利用（農業、暖房、温泉 
   他）を促進 
     

        ・・・エネルギーの地産地消  
  

 

  ・温泉関係者の合意など地元合意が得られやすい 
  

        ・・・温泉の利用促進と自然エネルギー利用との共生 
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小規模発電所の例 

 
  霧島国際ホテル（100ｋｗ） 
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八丈島熱発電所（3,300kw） 
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特殊な地域での開発促進  
  (離島における火力発電の代替発電所など） 

離島での火力代替、地産地消 
     
電力以外でもエネルギーを利用 （農業など）    
 
八丈島以外に例が無いのはなぜか 


